
資料４
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番
号

番
号

番
号

番
号

指標
信州ACE（エース）プロジェクト推進ネッ
トワーク団体登録者数（仮）

指標 喫煙率

指標 B型肝炎定期予防接種実施率（３回目） 指標
生活習慣病のリスクを高める量を飲
酒している者の割合

指標 HPVワクチン定期予防接種実施率

指標 がんの75歳未満年齢調整罹患率

指標 指針の遵守市町村数

指標 県内の受診勧奨実施市町村数

指標
受診率向上に向けた普及啓発実施市
町村数

指標
検診がん種別受診率
（国民生活基礎調査）

指標
精密検査受診率（地域保健・健康増
進事業報告）

指標 市町村のチェックリストの実施率 指標 検診がん種別早期がん割合

指標
（主な検診実施機関の）チェックリストの
実施率

指標
精密検査未受診者に対して受診勧奨
を行っている市町村の割合

指標
がん診療連携拠点病院等がある医療
圏数

指標
がん診療連携拠点病院への
機能評価実施数

5 指標 がんの75歳未満年齢調整死亡率

指標
がん診療連携拠点病院等がある医療
圏数【再掲】

指標
チーム医療を受けられる病院が整備さ
れている医療圏数

指標
がん診療連携拠点病院等による各種
研修会、カンファレスなどを通じた地域
連携・支援が行われている医療圏数

指標
リハビリテーションに携わる専門的な知
識及び技能を有する医師が配置されて
いるがん診療連携拠点病院の割合

指標
専門的なケア外来を設置しているがん
診療連携拠点病院等の割合
（リンパ浮腫、ストーマ）

指標
がんの診断・治療全体の総合的評
価（平均点または評価が高い割合）

指標
がん種別５年生存率
（胃、肺、大腸、乳房、肝臓）

指標 緩和ケア研修会の受講者数（累積） 指標
身体的な苦痛を抱えるがん患者の
割合

指標
身体的な苦痛を抱えるがん患者の
割合

指標
がん相談支援センターにおける「妊孕
性・生殖機能」に関する相談件数

12

指標
全国がん登録の精度指標
（MI比・％DCO）

指標
現在自分らしい日常生活を送れてい
ると感じるがん患者の割合

指標
がん相談支援センターでの自施設・他
施設からの新規相談件数

指標
相談員研修を受講したがん相談支援セ
ンターの相談員の数

指標
家族の悩みや負担を相談できる支
援が十分であると感じているがん患
者・家族の割合

指標
末期のがん患者に対して在宅医療を提
供する医療機関数

指標
治療と仕事を両立するための社内制
度等を利用した患者の割合

指標
がん相談支援センターにおける就労に
関する相談件数

指標
がん相談支援センターにおけるアピア
ランスに関する相談件数

15

社会連携に基づくがん対策・がん患者等支
援の推進

16

就労支援等の社会的支援の実施・促進

5

3

全てのがん患者及びその家族の苦痛の軽
減並びに療養生活の質の維持向上ができ
ている

指標
介護をしたことで、全体的に負担感
が大きかったと答えたがん患者遺族
の割合（仮）

共
生

14

がんに関する情報提供やがん相談支援セン
ター等の相談支援体制の充実

がんに対する理解が深まり、社会全体で
支援を行う環境ができている

医
療

4

医療提供体制の均てん化・集約化の推進

2

住む場所に関わらず必要な検診や医療を
受けることができる。

がんゲノム医療の推進

個別のがん（希少、難治性、小児・AYA、高
齢者）対策の推進

13

がん登録の利活用の推進

10

診断時からの緩和ケアの推進

11

妊孕性温存療法の推進

9

支持療法の推進

4

質の高い科学的根拠に基づく医療を受け
ることができる。

1
県民ががんの予防につとめるとともに、罹
患した場合も必要な医療を受け、安心して
暮らすことができる。

7

連携体制の推進
（チーム医療・地域連携の推進）

8

がんのリハビリテーションの推進

6

科学的根拠に基づく手術療法・放射線療法・
薬物療法の推進

がんの発症を予防できている

検
診
（

二
次
予
防
）

2

科学的根拠に基づくがん検診の実施と
受診率向上対策の推進

3

がん検診の適切な精度管理の推進

精度の高いがん検診を受診している

3

予
防
（

一
次
予
防
）

1

予防・健康づくりの普及啓発

1

県民ががんを正しく理解し、予防行動につ
とめている

1

個別施策（アウトプット） 中間成果（中間アウトカム②） 中間成果（中間アウトカム①） 目指す姿（分野アウトカム）

1


